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髙 橋 浩 人

　昭和39年（1964年）、東京オリンピックの開催や東海道新幹線の開通と同じ年に、戦後の
食糧増産を目的とした国家プロジェクト「国営八郎潟干拓事業」により、湖底の大地に新設自
治体として「大潟村」が誕生しました。これらは、日本の復興と国際社会への復帰を象徴する
ものであり、日本が世界に飛躍した年でもあります。

　村創立以来、村民主体でゼロからのコミュニティづくりを進めてまいりました。そして、農
業生産を基盤にした農業資材や機械、農産物の加工・流通・販売、さらには再生可能エネルギー
や金融、観光といった関連産業を育み、一大産業集積地として発展してきました。耕作放棄地
を一切出すことなく、食糧生産に努め、農業と環境・福祉・教育の連携を推進してきたことは、
村の誇りです。

　本村は令和６年（2024年）、村創立60周年の節目を迎えました。一方で、我が国は人口減
少社会に突入し、村においても人口減少とともに、高齢化率が上昇していくと予測されていま
す。このような変化を踏まえ、村民に最も身近な基礎自治体としての役割と責任をこれまで以
上に果たすため、社会・経済環境の変化を的確に把握し、時代や村民のニーズを取り入れなが
ら、令和８年度（2026年度）から令和15年度（2034年度）までの８年間の本村のまちづく
りを総合的かつ計画的に進めていくため、第３期大潟村総合村づくり計画を策定しました。
　村づくりの基本方針として「グリーン　フロンティア　おおがた」を掲げ、農業を核に多様
な産業が連携・結集し、環境・福祉・教育の相互連携を推進するとともに、大学の知見も活か
して新たな価値を創出しながら、日本農業の未来を切り拓く持続可能な地域づくりと社会の発
展を目指していきます。
　また、目指すまちの姿を「継承と挑戦で　未来を拓く　希望の大地」とし、村民の皆様が前
向きに挑戦し未来を拓き、希望に満ちた誇りある故

ふるさと
郷づくりを進めるため、様々な立場の方々

との協働と連携を積極的に進め、村民の皆様の英知を結集して大潟村の輝かしい未来を創造し
てまいります。

　最後に、本計画の策定にあたり、ご審議をいただきました大潟村
審議会委員、大潟村議会議員の皆様をはじめ、ワークショップや村
民アンケート等にご協力いただいた皆様に心より感謝申し上げます。
今後とも村づくりへの一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

　　令和８年４月
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